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生命科学・創薬研究支援基盤事業の概要 

 

１. 課題実施期間及び評価時期   
令和４年度～令和８年度 

中間評価 令和６年度、事後評価 令和８年度を予定 

 

２． 研究開発目的・概要 
・目的 

平成 24 年度から平成 28 年度に実施していた創薬等ライフサイエンス研究支援

基盤事業の「創薬等支援技術基盤プラットフォーム（PDIS）」の後継事業として平

成 29 年度から５か年計画で開始した「創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業

（BINDS）」は、創薬等に資する支援技術基盤（共用設備等）を整備し、積極的な外

部共用や技術的な支援等を行うことで、アカデミアにおける創薬研究をはじめとす

る幅広い分野のライフサイエンス研究を推進してきた。 

後継事業である本事業では、時代の進展に合わせたモダリティの多様化に対応す

るとともに各種技術の高度化を踏まえた最先端の共用設備等の整備や研究領域を

跨ぐ横断的な連携を進め、研究機関・研究者への効率的な研究支援基盤の拡充に取

り組む。 

 

・概要 

本事業の主な取組は以下のとおり。 

○共用設備・支援内容等 

・ 様々な医薬品開発のモダリティに対応した技術支援基盤として、創薬プロ

セスの中で、医薬品の候補物質特定、妥当性の検証、医薬品の代謝・排泄

などの研究開発について支援を行う。具体的には、ライブラリ・スクリー

ニング、医薬品合成化学・構造展開、ADMET評価、ペプチド・核酸・抗体等

の生産などの技術支援を行う。 

・ 創薬に限らない幅広いライフサイエンス研究に資する技術支援基盤として、

タンパク質構造解析、イメージング・画像解析、トランスクリプトーム・

プロテオーム・メタボローム解析、パスウェイ解析、生体・生体模倣評価・

実験系（を用いた解析）、インシリコ解析、ビッグデータ活用などの解析支

援を行うことで、タンパク質～細胞～組織・臓器～個体レベルの解析によ

り広くライフサイエンス研究を推進する。 

・ 以上の支援内容を行うために、構造解析ユニット、発現・機能解析ユニッ

ト、インシリコ解析ユニット、ヒット化合物創出ユニット、モダリティ探

索ユニット、薬効・安全性評価ユニット、ユニット連携（ヒット化合物創

出＋モダリティ探索）、ユニット連携（発現・機能解析＋インシリコ解析）、

支援活動をサポートするための活動サポート班を採択し、研究支援を実施

している。 
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○研究領域を跨ぐ横断的な連携の取組 

横断連携を前提とした研究開発課題の設定、非競争領域で企業とアカデミア 

が協働する産学連携の拡充、支援技術の自動化・遠隔化・DX の推進、感染 

症関連研究の支援・高度化の推進、創薬研究プラットフォームがアカデミア 

に整備されている状況を踏まえた構造ベース創薬研究（SBDD、FBDD）の強化 

などを推進している。 

 

３． 研究開発の必要性等 

＜必要性＞ 

これまで BINDS では、大型研究設備等を整備し、積極的な共用を行うとともに、

数多くの技術を有する最先端研究者や臨床有用性評価（薬効・ADMET 評価）の専門

家が支援する仕組みを構築してきた。これらのライフサイエンスに係る基礎研究か

ら創薬研究に資する先端的な研究支援基盤を継続的・戦略的に整備・強化すること

は、我が国のライフサイエンスの発展や医薬品が継続的に創出される研究環境の構

築に必要である。 
 
＜有効性＞ 

これまでも BINDS により整備した機器・技術などにより、創薬標的探索や作用

機序解明に向けた機能解析研究など創薬をはじめとするライフサイエンス研究の

推進に大きく貢献してきた。今後も様々な専門分野の研究者による最先端の共用設

備等を活用した研究支援を継続することで、ライフサイエンスの発展と応用展開に

大いに貢献することが期待される。 
 
＜効率性＞ 

最先端設備・技術並びに化合物ライブラリーなどの共用を進めることにより、

個々の研究機関・研究者が機器等を整備するのに比べ、我が国全体としては、効率

よく研究を行うことができる。特に最先端研究設備等の運用はその性能・機能を充

分に理解した高度技術者の存在が必要不可欠であり、本事業では最先端機器とその

運用に精通した高度技術者の支援がセットで提供される点が大きな強みである。ま

た、今後のライフサイエンス研究にとって重要な最先端研究設備等の導入を迅速に

行い、広く研究者に利用してもらうことができるという点においても、効率性の高

い取組である。 

 

 

４． 予算（執行額）の変遷 
年度 R4(初年度) R5 R6 翌年度以降 総額(百万円) 

当初予算 3,702 3,634 3,634 3,637 

（見込額） 

－ 

補正予算 1,449 － 1,241 － － 

調整費 601  1,609 － － － 

執行額 5,752 5,243 4,875 － － 

中 間 評 価
実施年度 



5 

５． 課題実施機関･体制 
    別添「参考資料 生命科学・創薬研究支援基盤事業（BINDS）」に記載 
 

６． その他 

 データの利活用については、支援課題によって取得したデータを共有するデータ

ベースの開発が行われており、BINDSホームページ上で公開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ビッグデータ活用
・動態予測・毒性予測などへの
AI開発・活用
・構造インフォマティクス技術による
立体構造や相互作用の推定

インシリコ解析

薬効・安全性評価
・疾患モデル動物作出
・薬物動態評価
・生体・生体模倣評価
・毒性・安全性評価

ヒット化合物創出

・化合物ライブラリーの整備・提供
・ハイスループットスクリーニング（HTS）
・インシリコスクリーニング

・遺伝子・タンパク質発現解析
・トランスクリプトーム解析
・メタボローム解析
・パスウェイ解析

発現・機能解析

モダリティ探索

・化合物の構造展開によるHit to Lead
・in vitro 薬物動態
パラメーター評価

・最新型クライオ電子顕微鏡等の活用
・イメージング・画像による解析
・高難度タンパク質試料の生産
・ペプチド・核酸・抗体等の新モダリティの生産

構造解析

交付先 国公私立大学、研究開発法人等の国内研究機関（56課題）

 以下の分野における先端的な機器整備の実現を通じて研究支援技術の高度化を図り、生命科学・創薬研究成果の実用化を促進する。
 関係機関が連携し、高度な解析機器を効果的かつ効率的に運用できる人材の育成を推進する。

生命科学・創薬研究支援基盤事業（BINDS）

研究基盤の高度化を推進し、質の高い技術支援を継続的に提供することで、幅広いライフサイエンス研究の価値を高める

別添

6
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·— 一
構造解析ユニット

生命科学と創薬研究に向けた相関構造解析
1 

世界棗先端の放射光結晶構 造 解 析 を軸に、
プ ラットフォームによる支援と高度化 XFEL ・ クライオEM·SAXS·NMRに中性子を

加えた総合的な相関構造解析を支援します．

クライオ電子顕微鏡による分子・細胞構造解析の クライオEMを用い 、 タンパク質の単粒子構造
支援と高度化 1 解析、微小結晶の電子線回折(MicrOED)、細胞

内小器官のトモグラフィー解析を支援します。

クライオ電子顕微錢による生体高分子構造解析 クライオ日“硲印紺印）高速化・高分解能化・自動化を
の支援と高分解能化・高速化・ 自 動化を目指した 道めつつ、生命・創薬科学の発展に貢献することを
高度化 I 目指し、生体妍複紐の立四紐析を這します。

クライオ電子顕微鏡によるタンパク質等構造解析 クライオEMによる単粒子橘造解析・細胞構造の

研究•国際的人材育成への貢献 I プログラムによる研究者育成を提供します。
と細胞内微細構造観察の支援～生命科学・創薬 3Dイメージングを支援します。また、滞在型研修

生命分子動態機能解析システムによる創薬標的 クライオEMに、NMR.Native MS、生体分子
探索をめざした研究支援 1 相互作用計測装置、高速AFM、 スバコンを組み合

わせてタンバク質の立体構造解析を支援します。

高分解能単粒子解析｀電子線結晶橘造解析及び 水素原子、 電荷情報を含む高精度なクライオEM
Al測定の高度化と支援 1 の単粒子解析 、 微小結品解析とそのA1測定や、

トモグラフィー等を支援します。

抗体を用いた膜タンバク質構造研究支援 I 独自の抗体作製技術を駆使して、GPCR等の膜
タンバク質のクライオEMおよび X線回折による
構造解析を支援します。

高難度糖タンパク質生産のための糖鎖細胞工学
1 

抗体工学技術を用いた抗体改変、抗体の大量
による支援と立体構造認識抗体作製の高度化 生産、立体 橘遠解析のための抗体の 遺伝子ク

ローニング等を支援します。

エピジェネティクスの基盤原理解明と創薬のため
1 

エピジェネティクス研究と創薬の発展への貢献を
のヒストンおよび再構成クロマチンの生産 目指し、多様なヒストン、ヒストンベプチド、及び

再構成クロマチン試料等を提供します。

コムギ無細胞系とAirIDを基盤とした複合体 1 コムギ無細胞系を基盤としたタンバク質複合体
生産・探索 ・ 解析技術の支援と高度化 生産とその提供およびAirlDを基盤とした橿的

タンバク質同定・解析を支援します。

創薬ターゲットおよびパイオ医薬候補品の高品質 高難度創薬ターゲットタンパク質の構造解析品質
生産の支援 1 での迅速生産、およびパイオ医薬候補品の生産と

その性状評価法の讀立を支援します。

高難度膜タンバク質等の調製と構造解析可能な 世界最先端の高難度膜タンバク質複合体試料と
グリッド調製の支援 1 クライオEM用グリッドの謂製技術を提供・高度

化して支援します。

疾病関連膜タンバク質の生産および構造解析 独自の耐熱化 ・ 迅速精製 ・ 化合物探索 ・ 抗体作製
支援 1 構造解析技術を駆使して、膜タンバク貿等の生産・

構造解析を支援します．

RNAター ゲット創薬のためのRNA分子設計• RNAに特化した独自の分子デザイン ・ 結晶化技
共結晶化・試料調製支援と高度化 1 術 で．RNAター ゲット創薬という新し い モ ダリ

ティの実現を支援します．

／ 
発現・機能解析ユニット

生体試料を用いた大規模機能ゲノ ミクス解析支援 大規模機能ゲノ ミクスとして各種DNA、RNA
及びヒト免疫機能評価基盤の高度化 解析、データ解析の支援とヒト免疫細胞に閲する

各種測定法を提供します。

先端的1細胞オミックス ・エピトランスクリプトーム 1細胞・空間オミックス解析およびエピトランス
解析の支援と高度化 クリプトーム解析について支援します．

空間オミクス解析の支援 空間情報に紐づいた トランスクリプトーム解析の
研究支援を目的とし、連続1分子RNA-FISHと
独自技術PIC技術による解析を支援します．

超微量 ・ 高深度な定量プロテオーム解析のワン タンバク質の網羅的発現解析や標的定量など
ストップ支援と高度化 質量分析技術を利用した高度なプロテオーム解析

を支援します。

マルチオミックス・ヒューマンパイオロジー解析基 ヒトに特化した ゲノム・メタポロ ー ム解析、in
盤の高度化と支援 vitro層別化代劉評価、細胞ライブラリー提供及び

最先端シークエンス解析全般を支援します。

先端エピゲノミクス ・ 1細胞解析支援 1細胞オミックス解析・クロマチン高次構造解析
空間的遺伝子制御解析など様々な技術でエピゲノ
ミクス解析を支援します。

ロングリード1分子エピゲノム解析の支援 ロングリードシーケンサーを駆使して、クロマチン
マルチコンタクト解析、メ チ ロー ム解析｀全長
mRNA解析を支援します。

メチロームおよび多重エピゲノム解析の支援 独自のライブラリー調製法を駆使して、メチローム解析

インシリコ解析ユニット

や多重エピゲノム解析の支援をします。ホルマリン
固定バラフィン包埋切片を用いた解析も可能です。

構造生物学デー タを活用しAlと連携した分子
1 

分子動力学シミュレーションおよびAl技術を使った
動力学シミュレーション研究 橘造ダイナミクス ・ インシリコスクリーニングを

支援します。

ウェットデータとドライデータの統合解析による タンバク質や核酸の相互作用機構の解析、タンバク
分子モデリング支援 1 質改変による安定化や結合特異性の改変超分子

の構造モデリング等を支援します。

分子設計、超分子モデリング、シミュレーションを
1 

機能性分子の「モデリング」だけでなく、「合成」・「検証」
用いたパイオマーカーの探索および創薬技術支援 を経て、実験によりインシリコモデリングを裏付ける

ことで、より良いインシリコ創薬技術を提供します。

スーパーコンピュータ資源及び大規模シミュレ― | スーバーコンピュータ資源とシミュレーションや機械学
ションとAlに基づく創薬•生命科学の支援 習によるヒット化合物探索やリード最適化、PPI予測 、

中分子モダリティ、天然変性領域予測を支援します。

分子シミュレーションによる生体高分子の機能の 分子シミュレーション法を駆使して、タンパク質
予測と解析 1 など生体高分子の機能を多面的に予測・解析し、

生命科学・創薬研究を支援します。

ライフサイエンス研究加速のためのパイオイン 計算科学を活用し、実験データや既存データに
フォマティクス研究 1 基づくタンバク質の構造 ・ 機能・進化解析や医薬

品候補の探索等を支援します．

標的タンバク質の構造情報を駆使した創薬分子 Hit to Lead設計システムの開発およびタンバク質
設計技術の高度化と創藁支援 1 機能部位探索法の高度化を行い、難易震の高い作用点

を標的としたインシリコスクリ ーニングを支援します．

AlとFMO法を融合したインシリコスクリーニング
1 

FMO法による創藁基盤を構纂し、FMO•Al力場開発等の
と分子間相互作用解析支援 高度化研究を遣め、AlとFMO法を融合したインシリコスク

リーニングによる創薬シー ドの採索•設計を支援します．
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ヒット化合物創出ユニット

九州大学 グリーンファルマ創薬構造解析による支援高度化

大戸茂弘 の推進

長崎大学 海洋微生物抽出物ライブラリーを活用した中分子

武田弘資 創薬の支援と高度化

東京大学 創薬モダリティ開発加速及び機能制御分子探索

津本浩乎 のための物理化学的解析支援

京都大学 産学連携により臨床試験を目指すワンストップ

萩原正敏 創薬支援

北里大学 大村天然化合物ライブラリーの拡充と創薬 研究

廣瀬友靖 ネットワークを基盤としたリード創出

大阪公立大学 分子檬的中分子ベプチド創 出の支援

藤井郁雄

北海道大学 ク ライオ電子顕微鏡等の立体構造物理 化学解析

前仲勝実 を基軸とした統合的創薬支援

寛北大学 ゲノム・オミックス ・タンパク質構造情報を活用した

山本雅之 アカデミア発の創薬支援

モダリティ探索ユニット

北澤道大学 中分子天然物・天然物模倣ライブラリ ー 構築

市川聡 支援と高機能化

東北大学 特異な構造を有する新規ケミカルスペースの開拓

岩渕好治 と創薬震開

大阪大学 生体高分子間相互作用を阻害する分子技術の

鈴木孝禎 高度化 と創薬化学支援

京都大学 精密合成技術に基づくハイブリッド型ニューモダ

竹本佳司 リティ創製の創薬支援

東京科学大学 ヒット化合物の迅速高機能化技術の高度化による

細谷孝充 生命科学・創薬研究支援

名古屋大学 多様なモダリティを実現する有機合成の高度化と

横島聡 生命科学・創薬研究の支援

アンメ ット・ メデイカル ・ ニーズの高い疾患を対象
に創薬育薬スクリ ーニング・薬効評価・構造解析
（クライオEM解析）を支援します。

長崎県の豊宮な海洋資源に着目して整僅を進めて
い る海洋微生物抽出物ライブラリーを活用して
創薬を支援します。

創薬モダリティ（低分子、ベプチド、核酸、抗体など）、
およびライフサイエンス研究に関する物理化学的解析
（相互作用解析、物性解析、品質評価）を支援します．

独自のオ ン ライン支援システムKUMaCoとワン
ストップ創薬基盤を活用し、複合モダリティに
よる創薬を海外での治験に至るまで支援します．

大村天然化合物ライブラリーの供給、発酵技術と
構造展開によるリード最適化と、抗感染症評価系
から創藁シード探索を支援します．

研究対象とした疾患閲連タンバク質に対して、独自
の立体構造規制ベプチドライブラリーをスクリー

ニングし、分子標的中分子ベブチドを提供します．

既存薬およびオリジナル化合物ライブラリーの提供、
クライオEM解析を基軸とした立体構造解析や物理
化学解析からヒット化合物の創出を支援します．

新規の医薬骨格を持つ充実した化合物ライブラリ ー

を用いた迅速なHTS、ク ライオEMを活用した
構造 解析、および疇創藁シーズ探素を支援します。

中分子天然物ヒット化合物の誘導体ライブラリー

構築を支援し、生物活性を有する天然物及び天然
物模倣ライブラリーを提供します．

小分子から中分子化合物（アルカロイド、マクラ
ロイド、リ ン詣質、環状ベプチド、多環式複素環）
の合成晨開を支援します．

エピジェネティクス制御分子、核酸結合分子．
PROTACs、ペプチド系PPI阻害藁などの低～中
分子化合物の合成を支援します．

分子触媒・フロー合成・改変抗体技術によるハイ
プリッド化素子の構造展開と優れた物性を有する
ハイブ リ ッド分子の合成を支援します．

標的分子が未知のヒット化合物の標的同定用
プロープ開発やADC劃製などの合成を支援します．

多様なモダリティを対象として、スク リー ニング
ヒット化合物の構遣展開、化合物ライブラリーの
拡充、分子プロ ープ開発を支援します。

東京大学

西山真

薬効•安全性評価ユニット

組織·時期特異的な複数遺伝子編集マウス作製
技術開発

染色体工学技術を用いたヒト化モデル動物・細胞 染色体工学技術を用いて開発したヒト化モデル
による創薬支援 1 動物・細胞を提供し、それらを用いた創薬支援および

ライフサイエンス研究を支援します。

遺伝子改変疾患モデルマウスの「全方位型」作製 創薬研究に必要なノックアウト、ノックイン、コンディ
支援 1 ショナルノックアウト等の様々な遺伝子改変マウスを

受精卵ゲノム編集で迅速に提供します。

疾患モデルマウスの作製とゲノムエンジニアリング
1 

ゲノム編集技術やES細胞の相同組み換え技術を
技術の開発 用いた遺伝子改変マウスの作製を支援します．

ゲノム、エビゲノム編集疾患モデル動物の作出支援 I ノックアウト、ノックイン、コンディショナルノックアウト
マウス高速作出、エピゲノム疾愚モデルマウス作出、
ノックアウト、ノックインラット作出を支援します。

エネ ルギ ー 代謝可視化を利用した病態モデル ゲノム編集による遺伝子改変動物作出に加えて、生体
作出から薬効試験の臨床予測向上と支援 内のエネルギー代謝可視化技術を利用した異常の

早期・高感度検出および薬効評価を支援します。

新規薬効成分の薬物動態解析と体内動態特性 In vivo薬物動態試験、ヒト由来試料を用いたIn
予測の支援 vitro動態試験•安全性評価試験、速虔譲解析を

支援します。

in vivo薬物動感•安全性評価支援と生体模倣評価 in vivo薬物動態試験や安全性試験を支援し、被検
系の高度化 1 化合物の体内動態や安全性の評価を支援すると

ともに創薬へのアドパイスを行います。

連携・融合ユニット

企業ノウハウとアカデミア支援経験に基づく創薬 化合物スクリ ー ニングや薬物動態評価、合成展開
リード創製支援" | 等について、経験豊かなスタッフが皆様と共に

創薬アイデアの実用化を目指して支援します。

創薬サイエンス 研究支援基盤の統合による創藁 創藁標的分子の探索評価、化合物ライブラリ ー

イノベーション の加速·, 1 の提供とHTS実施、ヒットからリ ードヘの誘導
体合成震開をシームレスに支援します．

1細胞／微小組織マルチオミックスのオ ールイン
1 

微小組織からはじまるゲノム／トランスクリプトーム
ワン 解析による生命科学研究の支援., ／プロテオ ーム／メタポローム 解析をデータ 解析

とともに支援します．

BINDS司令塔・調整機能活動サポート班
BINDS司令塔・調整機能の活動サポートを通じた 各種情報の収集解析、ワンストップ事禦、HP・
事業横断的な支援体制の構築と事業マネジメント イペント・広雑等さまざまな支援活動を通じて、
スキームの確立を目指す取組み BINDS事業の円滑な発震に貢献します。

•1ヒット化合物創出＋モダリティ探索
•2発現・機能解析＋インシリコ解析
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【事例についての紹介：支援終了後に支援を受けた領域の満足度や、他の領域を含め
今後受けたい支援内容に関する期待や希望などについてアンケートの結果
（ユーザーの満足度）】

266

40
3 6

支援内容について

大変満足している 概ね満足している

どちらでもない 回答不能

97

172

36 4 6

研究の進捗状況について

予想以上に進んだ 当初の期待通り
あまり捗々しくない 全く進んでいない
回答不能

91

169

45
4 6

研究成果について

期待を上回る成果が得られた 期待通りであった
当初に予想したほどではなかった 全く満足できない
回答不能

BINDS支援を受けた結果どうなったか（複数回答） 回答割合
（%）

支援を受けなければできなかったことができた 76

取り組んでいる研究が加速した 68

研究全体が活性化しよい影響があった 50
引き続き相互にパートナーとして研究上の協力関係
が構築できた 39

研究のノウハウの獲得や技術の習得ができた 32

※ワンストップ窓口にアンケート機能が実装された2024年４月以降のデータ
（回答総数：315、エラー回答６件を含む） 10
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中間評価票 

（令和７年１月現在） 

１．課題名 生命科学・創薬研究支援基盤事業 

２．関係する分野別研究開発プラン名と上位施策との関係 

プラン名 ライフサイエンス分野研究開発プラン

プランを推進するに

あたっての大目標 

「健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応（施策目標９－

３）」 

概要：生命現象の統合的理解」を目指した研究を推進するとともに、 

「先端的医療の実現のための研究」等の推進を重視し、国民への成

果還元を抜本的に強化する。 

プログラム名 

「医薬品・医療機器ヘルスケアプログラム」 

概要：「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」等に基づき、

医薬品・医療機器開発への取組：医薬品創出のための支援基盤の

整備等により、革新的医薬品・医療機器開発を推進する。 

上位施策 

・健康・医療戦略（第 1 期：平成 26 年 7 月閣議決定、平成 29 年 2 月一

部変更、第 2期：令和 2年 3月 27日閣議決定、令和 3年 4月 9日一部

変更）

・医療分野研究開発推進計画（第 1期：平成 26年 7月健康・医療戦略推

進本部決定、平成 29 年 2 月一部変更、第 2 期：令和 2 年 3 月 27 日健

康・医療戦略推進本部決定、令和 3年 4月 9日一部変更）

・第 6 期 科学技術・イノベーション基本計画（令和 3 年 3 月 26 日閣議

決定）

・統合イノベーション戦略 2024(令和 6年 6月 4日閣議決定）

・バイオエコノミー戦略（令和 6 年 6 月統合イノベーション戦略推進会

議決定）

プログラム全体に関連する 

アウトプット指標

過去３年程度の状況 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

化合物提供件数(累積) ※令和 4 年度が現

行事業の開始年度のため、累積値をリセット 

917 269 333 

プログラム全体に関連する 

アウトカム指標

過去３年程度の状況 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

創薬支援により新たに創薬シーズが見

つかった件数 

80 75 82 

革新的医療機器の実用化に資する成果

の件数
（※プログラム全体の成果であ

り本事業による成果は含まない） 

3 5 3 
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３．評価結果 

（１）課題の進捗状況

① 課題の概要

「生命科学・創薬研究支援基盤事業（以下「本事業」という。）」では、創薬研究のみな

らず広くライフサイエンス研究全体の振興に貢献した「創薬等ライフサイエンス研究支

援基盤事業（以下「前事業」という。）」の実績やモダリティの多様化、各種技術の高度化

を踏まえ、以下のとおり、最先端の共用設備等の整備（維持及び更新を含む）と研究領域

の横断的連携の取組について実施している。 

○共用設備等の整備

・創薬に限らない幅広いライフサイエンス研究に資する技術支援基盤として、タンパ

ク質構造解析、イメージング・画像解析、トランスクリプトーム・プロテオーム・

メタボローム解析、パスウェイ解析、生体・生体模倣評価・実験系（を用いた解析）、

インシリコ解析、ビッグデータ活用など。

・様々な医薬品開発のモダリティに対応した技術支援基盤として、ライブラリ・スク

リーニング、医薬品合成化学・構造展開、ADMET評価、ペプチド・核酸・抗体等の生

産など。

○研究領域を跨ぐ横断的な連携の取組

・横断連携を前提とした研究開発課題の設定、非競争領域で企業とアカデミアが協働

する産学連携の拡充、支援技術の自動化・遠隔化・DX の推進、感染症関連研究の支

援・高度化の推進、創薬研究プラットフォームがアカデミアに整備されている状況

を踏まえた構造ベース創薬研究（SBDD、FBDD）の強化など。

・アカデミア創薬を実現させるために創薬標的探索や検証の支援機能を中心に共用設

備等を整備し、研究領域横断的な支援のマネジメント強化により早期に企業導出へ

誘導することや、AMED の創薬関連事業などへつなぐことを目指す。 

② 課題の進捗

これまでに以下の 9つのプログラムにおいて計 56課題の採択を行っている。

・構造解析ユニット ：14件 

・発現・機能解析ユニット ： 8件 

・インシリコ解析ユニット ： 8件 

・ヒット化合物創出ユニット ： 8件 

・モダリティ探索ユニット ： 6件 

・薬効・安全性評価ユニット ： 8件 

・ユニット連携（ヒット化合物創出＋モダリティ探索）： 2件

・ユニット連携（発現・機能解析＋インシリコ解析） ： 1件

・活動サポート班                                 ： 1件 

AMEDにおける本事業の課題評価委員会における中間評価では、研究開発進捗状況、研究

開発成果、実施体制、今後の見通しなどを総合的に 10 段階で評価しており、総合評価の

結果は 5.8～8.8 点に分布している。 

56課題の分布は「大変優れている」（8.0 点以上 9.0 点未満）が 16 件（28.6%）、「優れ
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ている」（7.0 点以上 8.0 点未満）が 27 件（48.2%）、「良い」（6.0 点以上 7.0 点未満）

が 11 件（19.6%）であり、見直しが必要な 6点未満である「やや良い」（5.0 点以上 6.0 

点未満）が 2 件（3.6%）であった。 

全体として 56 課題のうち 76.8%（43 課題）が 7 点以上の「優れている」以上の評価を

得ていることや、今後の中止、中断他抜本的見直しが必要と評価された課題がなかったこ

とからも、中間評価時における本事業の進捗状況は順調である。 

なお、見直しが必要な課題についても、見直すべき点について明確にされており、それ

らを修正していくことで今後の課題進捗については順調に進むことが期待される。 

【参考】AMEDにおける課題評価の評点（「AMEDにおける課題評価」資料より抜粋） 

（２）各観点の再評価

＜必要性＞ 

評価項目 
評価基準 

評価項目・評価

基準の適用時期 

科学的・技術的意義

（先導性、発展性等） 
定量的 

広範な基礎研究の振興、画期的な創薬

標的アイデアの創出とシーズの育成を

可能とする研究支援技術基盤を整備で

きたか。 

前・中 

社会的・経済的意義

（社会的価値（持続可

能な社旗の実現）等）、 

国費を用いた研究開

発としての意義（国や

社会のニーズへの適

合性等） 

定量的 

整備された研究支援技術基盤を着実に

運用し、多数の課題に対し支援を実施

できたか。 

前・中 

評価指標 

○有用な共用設備等の設置状況、支援実施件数（領域別に算出）
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本事業は、先端研究機器の整備とその取扱いに長けた研究者・技術者による研究支援基

盤を整備し、研究者を支援することで創薬・ライフサイエンス研究の進展に寄与している。

評価指標について、これまでの実施状況に関しては、創薬標的アイデアの創出とシーズの

育成を可能とする研究支援技術基盤の整備の指標として、「有用な設備等の設置状況」に

ついては、支援機能高度化のための構造解析用計算機クラスター、デュアルビーム走査電

子顕微鏡、X 線光電子分光装置、化合物ライブラリーストレージ、化合物自動合成ロボッ

ト、表面プラズモン共鳴測定装置、放射光用検出器、高解像度質量分析システム（イナー

ト仕様）、超解像共焦点レーザー顕微鏡システム、in vivo CTイメージングシステム等を

整備するとともに、さらに生命科学・創薬研究の今後の必須技術であり、日本では整備が

遅れている「空間オミクス解析機器」を東京大学に１台、早稲田大学に４台整備し、創薬・

ライフサイエンス研究の進展に寄与してきた。

これらの機器整備や各課題の技術開発による支援の高度化により、「支援実施件数」に

ついては、これまでの総支援実績が 2,752件（令和 4年 8月から令和 6年 9月末時点）で

あり領域別では、構造解析ユニット：1,181 件、発現・機能解析ユニット：220件、インシ

リコ解析ユニット：189 件、ヒット化合物創出ユニット：282 件、モダリティ探索ユニッ

ト：95 件、薬効・安全性評価ユニット：205 件、連携・融合ユニット：580 件となってい

る。前事業の支援実施件数は 5年間で 2,742件であり、本事業開始から 2年半で前事業の

5 年間の件数を既に上回っていることからも、整備された研究支援技術基盤を着実に運用

し、多数の支援を実施している。

本事業の活動によって、日本で整備が遅れていた空間オミクス解析機器が整備されるな

ど、先端機器による支援の高度化が着実に進んでいる。今後は、本事業で整備した空間オ

ミクスを含む高度解析機器を扱うことのできる人材育成への取り組みについても期待さ

れる。

以上のように、創薬標的アイデアの創出やシーズの育成に必要な研究基盤を整備し、整

備した基盤によって多くの課題に対して支援を行ってきた。これらは、我が国のライフサ

イエンスの発展や医薬品が継続的に創出される研究環境の構築に資するものであり、本事

業の「必要性」は高い。

＜有効性＞ 

評価項目 
評価基準 

評価項目・評価

基準の適用時期 

新しい知の創出への

貢献 定量的 

幅広いライフサイエンス分野の研究者

が利用しやすい環境を整備することに

より、学術的成果が得られたか 

前・中 

研究開発の質の向上

への貢献 

定量的 

サイエンスに立脚した革新的な創薬手

法を確立し、それらを創薬支援技術基

盤として実装できたか、支援課題の中

からアカデミア発の医薬品創出に貢献

できたか 

前・中 

人材の養成 
定量的 

複数領域に専門性を有する人材の育成

の機会を提供できたか 

前・中 
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評価指標 

○特許出願件数、企業導出件数、講習会等実施回数

評価項目の指標については、本事業による支援環境の整備による学術的成果を計る指標

として、「特許出願件数」は 87件、「論文発表数」は 2,040件であり、前事業の 3年間（平

成 29年度～令和元年度）における特許出願件数 73件、論文発表数 825件を上回った。一

方で、「企業導出件数」は 32 件であり、前事業の 3 年間で 80 件を下回っているが、企業

導出に至るまでに数年が必要であることも踏まえ、本事業では今後継続中の支援が完了し

ていくことで、増加していくことが予想される。このことから支援による成果が実用化に

向けて進んでおり、アカデミア発の医薬品創出にも貢献していると判断できる。また、こ

れまでになかった新しい指標として高度な解析技術を研究者・技術者に広げることを目的

とした「講習会等実施回数」を設定し、令和 6年 9月末までに 408回実施している。講習

会を行うことで、高度化した解析機器を用いた解析技術を多くの研究者・技術者に広げ、

日本の生命科学・創薬研究の底上げに貢献しており、複数領域の専門性を有する人材育成

の機会を提供している。 

複数領域に専門を有する人材育成の 1例として、連携・融合ユニットにおいて、日本で

慢性的に不足している Wet実験系と Dry実験系を理解したインシリコ解析可能な人材育成

のために、「BINDS発現機能解析インシリコ融合ユニット講習会」等を開催し、令和４年度

からこれまでに 3回延べ 200名を超える研究者にインシリコ解析実習を実施した。 

事業の有効性を把握するために、令和 6年 4月以降に支援の満足度等をユーザーが記入

するアンケート機能をワンストップ窓口に設け、315 件の回答があった。以下のようにユ

ーザーからの満足度が高く、支援によって研究開発の質が向上していることがわかる。 

「支援内容について」・・・大変もしくは概ね満足している  97% 

「研究の進捗状況について」・・・当初の期待通りもしくはそれ以上に進んだ  85% 

「研究成果について」・・・期待通りもしくは期待を上回る成果が得られた 83% 

「BINDSの支援を受けた結果どうなったか」・・・ 

支援を受けなければできなかったことができた 76% 

取り組んでいる研究が加速した 68% 

研究全体が活性化しよい影響があった 50% 

以上のことを総合的に勘案すると、本事業の「有効性」は高い。 

＜効率性＞ 

評価項目 
評価基準 

評価項目・評価

基準の適用時期 

計画・実施体制の妥当

性 定量的 

アカデミア等において実施されるライ

フサイエンス研究及び創薬研究等が一

層効率的に進むことが可能となったか 

前・中 

目標・達成管理の向上

方策の妥当性 

定性的 

研究領域横断的な支援機能の強化等に

より、実現性の高い創薬標的候補分子

の目利き､事業内の連携、企業等との連

携促進、AMED の他事業との双方向連携

等を戦略的に推進することができたか 

前・中 
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評価指標 

○支援技術に関する高度化研究の成果が共用設備等に実装されたか

○創薬標的（創薬シーズ）の導出件数

○重点プロジェクト設定などにより AMED の創薬関連事業との連携や他の創薬関連事業

への展開があったか

本事業は、個別の研究機関・研究者では実施困難な高度な実験・解析に対し、最先端の

研究機器を高度な技術・人材をもつ支援課題（機関）に整備し、高度化した支援技術基盤

を共用して全国のアカデミアからの支援依頼に対応することで、機器整備等によるライフ

サイエンス研究支援を効率的に実施している。最先端研究設備等の運用にはその性能・機

能を充分に理解した高度技術者の存在が必要不可欠であり、本事業では最先端機器とその

運用に精通した高度技術者の支援がセットで提供される点が大きな強みである。また、支

援依頼については活動サポート班が運営しているワンストップ窓口を通して、依頼内容に

対して適切な支援を行うためのコンサルティング等を行う等の効率的な支援を実施して

いる。

効率化の評価指標として挙げている「支援技術に関する高度化研究の成果が共用設備な

どに実装された」事例については、以下が挙げられる。 

■構造解析ユニットでは、大阪大学に前事業で整備したクライオ電子顕微鏡を用いて、

クライオ電子顕微鏡像撮影における撮影速度の高速化技術を開発し、世界最高の撮

影速度と原子分解能を同時に達成することができた。

■発現・機能解析ユニットでは、これまで DNA の収率が低かったホルマリン固定サン

プルを対象として、収率が高く高品質に DNA を回収する技術開発を行った。この技

術の開発により、ホルマリン固定サンプルを対象としたメチローム解析の受け入れ

が可能となった。

「創薬標的（創薬シーズ）の導出件数」については、現時点では 10件であるが、創薬

シーズの企業導出に向けた取組として、事業内における研究領域横断的な連携の取組で

ある「Fast Track Project」を開始し、第 1期（令和 4年度～令和 5年度）、第 2期（令

和 6年度～令和 7年度）で 10課題をそれぞれ採択し、新たな治療薬開発や研究基盤整備

に向けた研究開発を推進している。

「AMED の創薬関連事業との連携や他の創薬関連事業への展開」の事例については、ワ

クチン開発に特化しているワクチン・新規モダリティ研究開発事業（AMEDの SCARDA（先

進的研究開発戦略センター）において実施。）との連携を行っており、2022年、サル痘に

ついて対応するため、BINDS でタンパク質合成支援を行っている大阪大学の課題がサル痘

抗体作成のための、抗原となる精製タンパク質を高純度、高品質かつ迅速に合成し、マウ

スによる実験でも精製タンパク質に対する特異的抗体が誘導されることが確認されるな

どの抗原・抗体解析における実績をあげた。なお、本実績については、予測の難しい新興

感染症に対して、本事業の取組が機動的かつ効果的に機能したことの証左でもある。

 本事業開始から 2 年半の時点で、前事業 5 年間の支援実施件数を上回るなど、支援技

術の高度化により高度な研究基盤の共用の取組が浸透し、アカデミア等において実施さ

れるライフサイエンス研究及び創薬研究等が一層効率的に進んだほか、研究領域横断的
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な連携を創出する取組である「Fast Track Project」を事業内で実施しているほか、事業

展開をきっかけとする企業等との連携促進、AMED 他事業との双方向連携等を戦略的に実

施したことからも本事業の「効率性」は高い。 

（３）科学技術・イノベーション基本計画等の上位施策への貢献状況

「第 6期科学技術・イノベーション基本計画（令和 3年 3月閣議決定）」において､健康･

医療分野は重要政策課題の一つとして掲げられている。「第 2期健康・医療戦略」及び「医

療分野研究開発推進計画」に基づき、本事業の着実な推進により「医療分野の基礎から実

用化まで一貫した研究開発を一体的に推進する」とされた目標の達成に貢献している。 

（４）事前評価結果時又は直近の中間評価結果時の指摘事項とその対応状況

＜指摘事項＞ 

外部環境の変化や研究支援を通じて発生した課題などに対し、適宜、研究支援技術基盤

の内容を改善・整備することが重要である。自然災害やパンデミックの発生時においても、

研究活動を制限することなく、研究活動を継続させるために共用設備等の自動化・遠隔化

等の研究支援技術や研究基盤の DX を推進することが重要である。 

＜対応状況＞ 

研究の自動化、DXの推進については、化合物ライブラリーストレージ、化合物自動化合

成ロボットを令和 4年度補正予算で整備し、天然物・低分子化合物ライブラリーの保存、

管理、支援利用の自動化を推進した他、構造解析ユニットによるクライオ電子顕微鏡の撮

影・データ解析の自動化の取組、Fast Track Projectについても研究の DXを推進する技

術開発提案を募集し研究を推進する取組を行っている。引き続き、研究の自動化、DXの推

進について継続して取り組む。 

＜指摘事項＞ 

産学連携について、企業出身の研究者がアカデミアに常駐して実施するアカデミアシー

ズの構造最適化支援と OJT による専門人材の育成の拡充や、クライオ電子顕微鏡におい

て実践されている複数の企業が非競争領域でアカデミアと協働して実施する勉強会を別

の研究領域に展開することを検討する。 

＜対応状況＞ 

クライオ電子顕微鏡の産学連携による勉強会について日本電子株式会社と BINDS事業の

共催でクライオ電子顕微鏡の原理から利用方法まで幅広い内容の講義を行う CRYO ARM 講

座をシリーズとして 7回開催しており、今後も継続して行う。 

＜指摘事項＞ 

感染症関連研究の支援・高度化の推進について COVID-19 関連研究の支援が令和 3年 3

月末時点で 56 件に達していることなど社会のニーズを踏まえ、様々な感染症関連研究の

支援が可能となる体制構築を検討する。 

＜対応状況＞ 

感染症関連研究支援としては、前述したワクチン・新規モダリティ研究開発事業（AMED

の SCARDA において実施）との連携体制による新興感染症への対応を継続して行うととも

に、BINDS による COVID-19 に関する支援について、「メインプロテアーゼ結合解析および

酵素アッセイ」、「S-タンパク質-ACE2の PPI阻害評価」、「タンパク質-低分子等の物理化学
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的相互作用評価」、「Echo-MS によるメインプロテアーゼのハイスループット酵素アッセ

イ」、「SARS-Cov-2に対する抗体の分譲」等に取り組んでおり、引き続き事業全体で必要な

感染症関連研究支援を行う。これらの取組は BINDSホームページでも公開しており、支援

要請があれば対応できる体制を構築している。

＜指摘事項＞ 

次期事業から生じる様々なデータについて、AMEDが運営するデータ利活用プラットフォ

ームにおいて集約しアカデミア及び民間企業の幅広い分野での利活用を着実に推進する。 

＜対応状況＞  

BINDS の支援で生じたデータについては、利用者と支援者の間でデータの知的財産の帰

属を設定している点や、支援拠点によってデータを取得する機器やデータ形式に差異があ

るため、データ利活用プラットフォームへの集約については、継続して対応を検討する。

一方で支援課題によるデータの共有については、支援課題によるデータベースの開発が行

われており、BINDSホームページで公開されている。 

＜指摘事項＞ 

支援終了後に支援を受けた領域の満足度や、他の領域を含め今後受けたい支援内容に関

する期待や希望等についてアンケートを実施し、事業内容に関するユーザーの満足度を把

握する。 

＜対応状況＞ 

ワンストップコンサルティング・支援窓口において、支援終了後のユーザーに対するア

ンケート機能を令和 6年 4月から実装しており、これまでに 315件の回答を得ている。ま

た、支援開始から 90 日後に進捗報告を支援者と利用者が行うこととしており、進捗報告

に当たっても利用者の意見を把握するよう努めている。

（５）今後の研究開発の方向性

本課題は「継続」、「中止」、「方向転換」する（いずれかに丸をつける）。 

理由：上記で示した通り、本事業の進捗状況は順調であり、共用設備の設置と着実な運用

による高い支援実施件数から「必要性」は高い。また特許出願数や企業導出件数か

ら学術的成果と実用化への貢献、また講習会の実施による専門性を有する人材の育

成から「有効性」も高い。さらには事業実施により最先端研究機器とそれを運用す

る高度技術者の支援をセットにした研究支援基盤を研究機関・研究者に共有してい

ることや事業展開を通じ研究領域を跨る連携の推進、企業連等を戦略的に実施して

いることからも「効率性」も高いことから、本事業は「継続」すべきと評価できる。 

＜本課題の改善に向けた指摘事項＞ 

〇最先端の機器・技術を用いて高度な支援を行うに当たって、機器のランニングコストを

含めた支援実施経費が支援件数の増加に伴って年々増加しているほか、光熱水費・人件

費高騰による運営コストの増大もあり、経費の問題で支援の実施が遅れるなどの課題が

出ていることから、解析に必要な費用負担のあり方について検討を進めるべきである。 
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〇機器整備について、「クライオ電子顕微鏡」や「空間オミクス解析機器」等、研究機器を

整備しているが、機器更新の必要性や先端研究の動向を見据える観点から本事業におい

て先端研究機器の継続的な導入が必要である。 

（６）その他

本事業において、専門性の高い支援を行う個々の支援課題が、様々な支援申請に連携し

て対応すること、また専門的な解析技術を講習会等で広げていくこと等に継続して取り組

むことで、「総合知」の創出へ貢献していく。 


